
＊大黒湯（東京都墨田区横川 3-12-14）

海から届ける写真展＠大黒湯
第7 回内航船の日記念（写真展は第5回目）　2022年7 月15日〜31日

東京下町、墨田区の人気銭湯のロビーで開催することで、毎年多くの老若男女が初めて
「内航船」という言葉を知ります。
現役の船員たちから届いた写真を見ながら、海運に親しみを感じてもらい、物流の実績か
ら見えてくる市民生活を連想してもらいます。すると、産業の課題、人手不足からカボター
ジュ政策までも共通の課題となっていきました。そこには悲観的というよりは、現実を知っ
た者の「強さ」が残りました。島国住民としてのライフスタイルを意識した瞬間から、多
くの方が海運の応援団になります。船を見る機会がない人に船の存在を紹介することは、
海運産業の社会的責任ではないかと考えることになりました。　



SNS のツイートで「内航海運」をより身近な存在に。

ツイッターによる写真展の告知は、そのまま海運産業のPR に。また、「内航船の日」という社
会性の強い記念日の性質は、海洋の真ん中に暮らす私たち島国住民の「真実」へと導きます。

■ 写真展の作品に、「内航海運と市民社会の価値」を創出し繋ぎます。
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（東京都渋谷区宮益坂交差点）

放映協力 株式会社 ゼクト

ネットで盛り上がった記念日「内航船の日」
市民社会へ向けて、感謝のメッセージ。　

「内航船の日」（７月１５日当日）にツイッター
に溢れた大量の記念日応援のツイート（# 内
航船の日）に、東京・渋谷の巨大モニターを
使ってお礼のメッセージを放映しました。
海と陸との垣根を超えていく「内航船の日」
の特徴を生かしたメッセージを作成し、社会
的な海洋文化発展の意識を盛り上げています。
（応援者のご厚意によって放映が実現しました）

内航海運新聞 2022 年７月１８日号掲載
【内航船の日記念イベント「海から届ける
写真展」を告知する宣伝も渋谷で放映】



「陸側で海運に関わる者には、市民から
見えない場所で仕事に励む船員や船が
社会を支えている仲間である事実を
PRする『責任』があるのではないか」

■ 海運産業の側からも応援をくれる市民社会へ寄り添う。

下段枠のツイートを引用する形で広く紹介し、
上段で海洋文化社会を呼びかけています。

休暇が写真展と重なった船長が、
会場の東京・墨田区の銭湯に駆けつけました。



　昨年の「海から届ける写真展＠大黒湯」は、
新型コロナウイルスのために 3 年ぶりの開催
となりました。その間も、海上では内航船は
休まず市民社会を支えており、内航海運を写
真展で紹介できないことは本当に悔しいこと
でした。振り返れば、これまでは大震災や豪
雨災害などの度に、内航海運の活躍を紹介し
ていました。
　本来ならばエッセンシャルワーカーとして認
識されるべき船員たちにワクチン接種が進ん
でいない状況が浮き彫りになった時にもショ
ックを受けました。しかし、実態をツイッター
で発信したところ、記念日「内航船の日」で
繋がってきた全国の一般の方たちが、次 と々
SNS を使って船員へのワクチンの接種体制を
求めてくれたことには気持ちが救われました。
　日頃から、内航海運が物流で果たしている
実績や社会的な重要性を発信していくことの
大切さはもちろんですが、海上で仕事に励む

「船員たちの人間味」が伝わってこそ、望める
産業の未来もあると感じました。

　物流政策や海事政策が議論される時には、
一番小さな単位でも「一隻」の船単位である
ことが多い。しかし、そこに個々の個性的な
船員たちをイメージできていなければ、当然、
血の通った温もりのある方策にはなり得ない。
　「海から届ける写真展」では魅力的な船
員たちの個性が見えてきます。様々な船員を
知って、Twitter で本人のアカウントを見つけ
れば、彼らも常に私たちと同じ時を過ごして
います。時に、愚痴をこぼし弱気になったり、
自慢話でいい気になっていたり、急に真面目
に島国の海上物流の責任感を語っている。現
代ではそんな船員たちの等身大の個性を陸へ
伝えることこそが、船員という職業への憧れ
につながっていくと考えます。
　数年前までは、海運の重大な社会的役割

をアピールしたり、日本人船員のガチガチな
優秀さを広報することが、産業のピーアール
の中心でしたが、ソーシャルメディアによる新
しい文化の広がりによって、個々人の顔が見
える社会性や人間味に、産業への親しみや信
用を感じ取る時代に入っています。

　今回、誌面にて「海から届ける写真展＠大
黒湯」の写真作品を、Twitter で実際にツイ
ート発信したコメントと共に紹介させていただ
きました。これらのコメントは、毎年「大喜利」
のように対応して発しているものです。
　面白い発見があります。「海洋」には、実
にあらゆる角度、色々な観点からのコメント
が差し込めるという事実です。「海」は特別。
そのことをいち早く知れることも、島国に住
む私たちの特権かもしれません。
　文部科学省の髙橋洋子氏（主任教科書調
査官）を訪ねました。「海を考えるということ
はどういうことなのか」について彼女の持論。
　海洋教育のあるべき姿というのは、「横断
的・総合的な学習の時間である」。社会科と
限らず、理科や生活科、国語や図工で行って
もかまわないが、最終的に「海洋」をプラッ
トホームとして紐づけること。それは単に知
識ベースのことだけでなくて、「多面的・多角
的な見方」、あるいは「社会的見方・考え方」
を育てるという観点から取り上げることがで
きる。
　私は、毎年、写真展を開催して来て、よう
やく大きな意味での「海」の価値を知ること
になりました。そこで広く周知したいと考えま
す。
　「海から届ける写真展」は、個人で開催し
ている小さな写真展ですが、「海運現場」と

「市民社会」との貴重な「リアル世界の接点」
として全国で展開したいと願っています。

　（理事　松見 準）

第７回目 内航船の日 イベント「海から届ける写真展」を終えて


